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みやぎＮＰＯ夢ファンド（Ｂ）ステップアップ支援プログラム 

       平成２０年度助成事業 最終報告書       

 

  平成２１年 ４ 月 ３ 日 

 

団体名  （特活）みやぎ発達障害サポートネット  

事業名 発達障害児･者未来塾（発達障害児・者の生涯にわたった「あったらいいね」を

実現させるための支援プログラム構築事業）   

連絡担当者お名前（ふりがな） 伊藤 あづさ   

 

助成金を使って行った事業について、具体的にご記入ください。 

（事業の様子の写真や、関連資料などありましたら、あわせてお送りください） 

 

発達障害児・者メンター養成事業２期（終了）：別添資料１参照 

 ■参加者：第一回～第五回まで 発達障害児･者の保護者･支援者等延べ４２２名 

 ■日 程：平成 20 年 10 月 12･13 日，11月 1･15 日，12 月 23 日 

      1 回の研修日数は 5日間。9:30～16:30 の６時間×４回+ 

13:00～16:00 の 3時間×1回の総時間２７時間。 

 ■場 所：宮城県建設産業会館会議室 

 ■内 容：発達障害の特性理解・福祉制度・カウンセリング技術の習得 

 

プリスクール事業 第 2期：別添資料２参照 

 ■対象者：未就学発達障害児と保護者 ２４組 

 ■日 程：平成 20 年３月から毎日午前中開催 

 ■場 所：仙台市青葉区花京院シティタワー仙台 

            ↓ 

10 月より仙台市花京院１－４－１ 

 ■内 容：子どもには３０分/１セッション・保護者には２０分/回の療育とそれに伴

う相談支援を行う  

 

学校支援事業 

 ■対 象：仙台市内小･中学校 ３校 

 ■日 程：平成 20 年６･７･１１月 

 ■内 容：障害理解の一端としての発達障害模擬体験＆講話 

      仙台市立上杉山中学校・仙台市立宮城野小学校・亘理町立亘理小学校にて

終了 

 

 

 

 

(B)（最終） 
受付番号 
（事務局記入）        

書式４ 
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２年目の成果目標はどの程度達成できましたか。当初目標と比較して記入してください 

●申請書に記載した成果目標 

 

メンターの増員により、さらにきめ細

かなメンタルケアが可能になる。さら

に 1 期生は経験を重ね、指導的立場と

なる。 

 

プリスクールは 1 期受講者の成果を蓄

積し、より充実した内容とすること。

プリスクールから就学に移行する子ど

もが出た場合は、ステージを教育コー

チングへと展開する。保護者は引続き

子どもたちの姿を通して障害特性を理

解し、ペアレントメンターの素養を涵

養する。 

 

学校支援に関しては、特別支援教育の

展開と連動し、「みんなちがって み

んないい」という心の育ちに、積極的

に貢献し、安定した学校経営に寄与す

る。 

 

 

 

 

 

 

●目標の達成度・団体に与えた効果 

 

40 名強のメンターを輩出。地域での「理解者」

が拡大された。1期生のとの交流も始まり、共に

学び合う環境も整いつつある。 

 

 

本年度より当事業該当者を「未就学児」に限定

して展開。療育指導の方法を『ＴＥＡＣＣＨプ

ログラム』に特定したことにより、より自閉症･

発達障害児の特性に配慮された療育が展開され

ており、本人と家族の「安心」が築かれている。 

発達障害児の特性に合った療育プログラムの有

効性をより確信する結果を得た。 

 

 

予定の 3 回の事業が終了した。特に「特別支

援教育」が各校で導入されたものの、具体的

な手立てに窮していた学校関係者からの評価

が高かった。 

 

 

 

 

 

●２年目の事業を通じて、新たに見えてきた課題はありますか。 

     もしあれば、その解決に向けて必要なことをお書きください。 

 

昨年同様メンター養成講座･プリスクール事業を通して、多くの保護者と出会う機会があ

りました。 

「明るく元気に働く大人」としての本人形成には、「発達障害」としての「自己理解」が

不可欠なことがさらに明らかになってきた。 

就労による社会参加を達成するために、幼児期からの「発達障害のその子らしい」育ち

を支援することに、これからも力を注いでいきたいと願っています。 
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２年目の収支報告（具体的に記入してください） 

 

収入の部    

項目 予算（円） 決算（円） 備考 

みやぎＮＰＯ夢ファンド助成金 1,000,000 1,000,000  

メンター養成講座受講料 800,000 2,520,000 延べ442名参加 

プリスクール事業参加費 720,000 1,150,000  

学校支援講師手当て 60,000    0  

    

    

    

合計   2,580,000   4,670,000  

 
支出の部    

項目 予算（円） 決算（円） 備考 

メンター養成事業会場費 280,000 400,000 宮城県建設会館 

同  担当者人件費 360,000 750,000 講師謝金含む 

  同  事務消耗品 150,000 460,000  

プリスクール会場費 840,000 900,000 ｼﾃｨﾀﾜｰ・『虹っ子』 

同  教材費 500,000 570,000  

同  運営サポーター人件費 360,000 1,500,000 交通費含む 

学校支援ツール作成費 30,000 30,000  

  同  担当講師人件費 60,000 60,000  

雑費 0   

    

    

    

合計   2,580,000   4,670,000  
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２年目（平成２０年度）の事業計画・成果目標 （具体的にお書きください） 

 

２年目（平成２０年度） 

事業計画 

発達障害児・者メンター養成事業２期 

 ■対象者：発達障害児･者の保護者･支援者等 50 名 

 ■日 程：平成 20 年１０月～１２月連続講座を 年 1回 

      1 回の研修日数は 5日間。10:30～16:30 

      の 5 時間×５回の総時間２５時間。 

 ■場 所：仙台市青葉区中央一丁目アエル２８階研修室等 

 ■内 容：発達障害の特性理解・福祉制度・カウンセリング技術の習得 

プリスクール事業 第 2期 

 ■対象者：未就学発達障害児と保護者 15 組 

 ■日 程：平成 20 年４月から週１回～週 2回 

 ■場 所：仙台市青葉区花京院 「ぬくもりすぺいす虹っ子」 

 ■内 容：子どもには４５分/１セッション・保護者には１５分/回の療育とそれに伴う

相談・支援を行う  

学校支援事業 

 ■対 象：仙台市内小･中学校 ３校 

 ■日 程：平成 20 年６･９･１月 

 ■内 容：障害理解の一端としての発達障害模擬体験＆講話 

 

 

この年の成果目標 

 

メンターの増員により、さらにきめ細かなメンタルケアが可能になる。さらに 1期生は経

験を重ね、指導的立場となる。 

 

プリスクールは 1期受講者の成果を蓄積し、より充実した内容とすること。プリスクール

から就学に移行する子どもが出た場合は、ステージを教育コーチングへと展開する。保護

者は引続き子どもたちの姿を通して障害特性を理解し、ペアレントメンターの素養を涵養

する。 

 

学校支援に関しては、特別支援教育の展開と連動し、「みんなちがって みんないい」と

いう心の育ちに、積極的に貢献し、安定した学校経営に寄与する 
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３年目（平成２１年度）の事業計画・成果目標 （具体的にお書きください） 

 

３年目（平成２１年度） 

事業計画 

発達障害児・者メンター養成事業３期 

 ■対象者：発達障害児･者の保護者･支援者等 50名 

 ■日 程：平成 21 年 7月･８月 年 1回 

      1 回の研修日数は 5日間。10:30～16:30 

      の 5 時間×５回の総時間２５時間。 

 ■場 所：仙台市青葉区中央一丁目アエル２８階 

      研修室等 

 ■内 容：発達障害の特性理解・福祉制度・カウン 

      セリング技術の習得 

プリスクール事業 第３期 

 ■対象者：未就学発達障害児と保護者 20 組 

 ■日 程：平成 21 年４月から週１回 

 ■場 所：仙台市青葉区花京院「ぬくもりすぺいす虹っ子」 

 ■内 容：子どもには４５分/１セッション・保護者 

      には１５分/回の療育とそれに伴う相談 

      支援を行う  

企業啓発＆ジョブトレーナー養成事業 

■対象者：仙台市内企業１０社＆５名 

 ■日 程：平成 21 年４月から年 6回 

 ■場 所：仙台市内 

 ■内 容：経営者･人事担当者を中心とした啓発と 

      特性対応可能なトレーナー養成 

 

この年の成果目標 

 

メンターの拡充により、診断･判定直後の保護者が「いつでも・どこでも」困った時・苦

しい時に支えられる体制が整備される。 

 

就学前の療育機関としての信頼を獲得し、行政の｢子育て支援事業｣と協働する。 

 

青年期の発達障害の本人が働く場所が保証され、経済的自立が実現する本人を輩出する。 

発達障害者の雇用未経験の企業が、不安なく雇用･戦力的活用を図ることに貢献する。 
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２年目・３年目の収支予算 

 

収入の部 

２年目（平成２０年度） ３年目（平成２１年度） 

助成金 1,000,000 円 助成金 1,000,000 円 

メンター養成講座受講費 800,000 円 メンター養成講座受講費 800,000 円 

プリスクール事業参加費 720,000 円 プリスクール事業参加費 960,000 円 

学校支援講師手当て 60,000 円 
ｼﾞｮﾌﾞﾄﾚｰﾅｰ養成講座受講

費 
50,000 円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

計 2,580,000 円 計 2,810,000 円 

 

支出の部 

２年目（平成２０年度） ３年目（平成２１年度） 

メンター養成事業会場費 280,000 円 メンター養成事業会場費 300,000 円 

 同 担当者人件費 360,000 円 同 担当者人件費 360,000 円 

 同 事務消耗品 150,000 円 同 事務消耗品 150,000 円 

プリスクール会場費 840,000 円 プリスクール会場費 840,000 円 

 同 教材費 500,000 円 同 教材費 550,000 円 

同 運営サポータ人件費 360,000 円 同 運営サポータ人件費 480,000 円 

学校支援事業ﾂｰﾙ作成費 30,000 円 
ｼﾞｮﾌﾞﾄﾚｰﾅｰ養成講座会場

費 
27,000 円 

 同 担当講師人件費 60,000 円 同 OJT 交通費 6,000 円 

雑費 0 円 企業啓発ﾂｰﾙ作成費 80,000 円 

 円 雑費 17,000 円 

 円  円 

計 2,580,000 円 計 2,810,000 円 

 

経費についての補足説明（内訳など） 

メンター養成講座受講費＠5,000×160 人 

プリスクール会員会費(月 4,000 円×15 人×12ヶ月) 

メンター養成事業会場費宮城県建設会館他 

    同   人件費＠1,000×８ｈ×１人×45 日 

プリスクール会場費＠70,000×12 ヶ月 

同運営サポーター人件費＠1,000×8ｈ×１人×45日 

 

メンター養成講座受講費＠5,000×160 人 

プリスクール会員会費(月 4,000 円×20 人×12ヶ月 

ｼﾞｮﾌﾞﾄﾚｰﾅｰ養成講座＠@10,000×5 人 

メンター養成事業会場費宮城県建設会館他 

    同   人件費＠1,000×８ｈ×１人×45 日 

プリスクール会場費＠70,000×12 ヶ月 

同運営サポーター人件費＠1,000×8ｈ×１人×60日 

ｼﾞｮﾌﾞﾄﾚｰﾅｰ養成事業会場費＠900×６×５ 

ｼﾞｮﾌﾞﾄﾚｰﾅｰ OJT 指導員交通費 1,000×3 日×２人 
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別添資料は別ファイルにて添付 


